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課題研究最終報告

琉球国時代の和文■漢文を活用した教材開発
-「伝統的な言語文化」への興味■関心を広げる授業の試み一 

Development Research of Teaching Materials Using Classical Japanese and 
Chinese Writing in the Ryukyu Kingdom : An Attempt of Lesson to Broaden 

Students’ Interest and Concern for Traditional Linguistic Culture

西岡華穗子 
Kahoko Nishioka

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻•沖縄県立西原高等学校

1.はじめに
(1) 現状
現行の高等学校学習指導要領（平成21年3月告示）に[伝統的な言語文化と国語の 

特質に関する事項]が登場した。続く高等学校学習指導要領解説国語編に「『伝統的な 
言語文化への興味•関心を広げる』ためには，古文と漢文だけでなく，古典に関連する 
近代以降の文章や，統芸能，年中行事など，多様な方liiからアプローチすることが人 
切である」（文部科学省，2010)と，教科書に所栽されていない題材を教材として活用 
することが一つの方法として示された。これより前から米m •松田(2008)は，越中（富 
山県）にかかわる万葉集歌を題材にした古典教材の開発を通して地域教材の有用性を 
指摘している。沖縄県にもその素材となり得る琉球国時代に記された和文•漢文の文献 
が残されているため，地域教材の開発は可能であるが，高等学校の国語教育実践の場で 
は，それらを活用した実践は広まっていない,，

高木（1996)は，郷土教材を授業化する理由の一つに「教科書教材が生徒の実感から 
かけ離れていて，興味•関心をもって取り組み難くなっている」ことを挙げている。学 
習への取り組みにくさは，特に教材と学習者との間に時間的•空間的な隔たりがある題 
材を取り扱う古典学習では，多かれ少なかれ避けられない問題ではあるが，教科書に所 
載される占典教材の舞台とは異なる気候帯に属する沖縄県では，この問題はより深刻 
である。教材の舞台との気候の違いが大きいことも原因となって，教材に描かれる自然 
の事物についてさえイメージを持つことが難しい生徒たちが多く存在するのである。 
教師も生徒も国語便覧等の資料に頼りながら，教師は厳しい冬を乗り越えた春の待ち 
遠しさや錦のように映る紅葉の美しさとそれを目にする感動を口頭で説明し，生徒は 
想像の世界で学習するという流れになる。
(2) 目的
本実践においては，琉球国時代の和文•漢文を活用した教材を開発し，古典を読むた 

めの知識•技能の習得をおろそかにすることなく，実感を伴う郷十の伝統的な言語文化 
の学びを提案する。ここでいう実感を伴うとは，学習者が，その舞台を想像したり，描 
かれる事物に理解や親近感を持ったり，登場人物の行動や心情に共感したりすること 
と捉えておく。
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( 3 )方法
① 科目の設定

生徒の実感を伴う学習の教材としては，平易で親しみやすい内容である方が望ま 
しい。その点，琉球围時代の和文•漢文は，古文•漢文の基本に忠実な平易なレベル 
であることが多く，複雑な技巧もほとんど見られない。よって本実践で作成できる教 
材は現行の「国語総合」の範囲を越えないものと判断し，卨校1年生の古典入門に代 
替できる教材を目指すこととした。「高等学校用教科書目録（平成28年度使用）」（文 
部科学省，2015)に掲載されている『国語総合』の古典編（23冊）の教材構成をみ 
ると，古文では22册が説話を，漢文では23册すべてが故事を入門教材として載録 
している。説話や故事に共通する特徴として，分量が少なく一話完結であること，物 
語性があり内容の難易度が低いことなどが挙げられ，初学者向きだとみなされてい 
る。このことを踏まえて開発する教材を説話的な内容のものにすることにした。
② 教材の開発

教材を採る基本文献には琉球国の正史『屮山世鑑』，『球陽』，『遺老説伝』を計画し 
た。その理由としては，官製ゆえに琉球国の中でも相当の知識人の手に成ることから 
某木的知識•技能に信頼が置けること，古典学習の入門教材に適した説話的なエピソ 
ードが多く含まれることが半:げられる。教材化するにあたって，基本文献から原文• 
語注•読み卜し文をデータ化し，適宜訓点を施して語注や解説を加えて体裁を整え， 
さらに口語訳を施した。また，生徒向けの学習課題ワーク等を作成した。昨年度開発 
した教材は，漢文が，『遺老説伝』から「お水取り」「眠い虫次良（に一ぶいむしじら 
一）」「穏作根子（うさんし…）」「白銀堂伝説」，『球陽』から「始闢茶園丁棚原山地（始 
めて茶園を棚原（たなばる）山地に闢（ひら）く）」，占文が『遺老説伝』の読み下し 
文を活用した「安电のテラ」と『中山世鑑』から「森川伝説」である。
③ 検証の方法

本実践の狙いである生徒の興味•関心が広がったかどうかを検証するために，アン 
ケートを利用して生徒の意識調査を実施する。また，単元ごとの1枚ポートフオリ 
才の活用も取り入れる。

2 .実践
(1)A高校での実践
① 対象クラスについて

「課題発見実習n」協力校の沖縄県宜野湾市內にある専門高校（A高校）の3年生 
で卒業試験が終/した「現代文」選択者約30名。八卨校の教食課程では1年次の「国 
語総合」の中で古典を取り扱い，学習内容は説話と故事という入門期の学習だけで， 
2，；V年次には教育課程に「古典」がない。また，授業の配当時間は2時間である。
② 教材について

開発した教材は，高校1年牛を対象とした「国語総合」の教材だが，協力校の教育 
課程を考えた場合，3年生向けの授業内容とすることも可能と考えた。協力校が宜野 
湾市内にあることから，使用する教材を，宜野湾市森川が舞台となる察度土の出生に 
関わる「森川伝説」とした。
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表1「森川伝説」を題材とした授業のアンケート結果①

沖縄(琉球）が舞台になっている古文の作品を読んで、どう 
感じましたか。

③ 授業の実際
生徒が主体的に「読むこと」に参加できるような仕掛けを意識し，学習課題として 

は逐語訳を求めず，大意をっかんで物語の人物の心情を理解することを設定した。古 
典に不慣れな者にとっては教材がやや長いことから，場面に分けて読むエキスパー 
卜活動を取り入れ，知識構成型ジグソー法を用いた授業を実施した。第1時では，三 
つのグループに分かれてエキスパート活動をスムーズに進めることができた。2年 
次以降，授業では古典の学習がなかった生徒たちが，本文中の単語をたどりながらス 
ムーズな口語訳となるように考えや意見，疑問を出し合う様子が見られ，最終的に 
は，グループごとにあらすじをまとめることができた。第2時では，前半に前時に参 
加しなかった生徒に対してエキスパートのグループ内で教えながら第1時の振り返 
りをして，ジグソー法による新しいグループを編成し全体の大意をっかむ活動を行 
った。後半では，グループで話し合いながら心情を探る活動が想定よりも積極的に行 
われていた。古典の原文に返りながら場面を想定して意見を出し合う姿が見られ/，生 
徒たちにとって「読むこと」について「現代文」と「古典」の垣根が低くなった場面 
だったと捉えた。まとめに全てのグループが登 
場人物の心情を自分たちの言葉で説明しなが 
ら発表することができた。
④ 成果と課題

i 生徒のアンケートより 
生徒の興味•関心の程度や授業への取り組み

状況等について明らかにするため，授業に関す 
るアンケートを実施した。その結果，「沖縄（琉 
球）が舞台だから興味が持てた」と答えた生徒 
が94.7%，「沖縄（琉球）を舞台にした古典を教 
材に授業を行えば，古典の授業への興味•関心が 

高まる/どちらかというと高まる」と答えた生 
徒が84. 2%で，A高校では生徒にとって身近な 
舞台を題材とした教材は，興味•関心を広げる 
とに有効だったと考えられる（表1，2 )〇また，
知識構成型ジグソー法による授業が生徒にと 
っては主体的•対話的な授業に感じられたよう 
だった（表3)。
ii 授業観察者からの助言等 

観察者からいただいた成果としては，全体的

には「生徒が参加/集中していた」，手法に 
関しては「学習課題とジグソー法が合致してい 
た」，教材•内容に関しては「生徒が物語に入り 
やすい題材だった」「学習課題解決のため生徒が
キーワードを本文に返って捉え直そうとしていた」とのご意見をいただき，概ね狙っ 
ていた形の授業を行うことができたと捉える。これらの要因としては，自分で作成し

回答内容 回答数 割合％
A 沖縄(琉球)が舞台だから興味が 

持てた
18 94.7

巳 沖縄(琉球)が舞台だけど興味が 
持てなかった 1 53

C 本土や中国が舞台の他の古典 
作品と変わらない 0 0

D その他 0 0

表2「&川伝説jをS材とし/c授業のアンケート綍果②

沖縄(琉球)を舞台にした古典(古文•漢文)を題材に授業を 
行えば、古典の授業への興味■関心が高まると思いますか。

回答内容 回答数 割合％

A 高まる 6 31.6

巳 どちらかというと高まる 10 52.6

C 変わらない 3 15.8

D 低下する 0 0

表3「森川伝説」を題材とした授業のアンケート結果③

場面ごとに分かれて読んだあらずじを新しい班でまとめて、 
人物の心情を読み取る活動で、話し合いで人物の心情を想 
像することはできましたか。

回答内容 回答数 割合％

A 班のみんなが意見が出し合えた 18 94.7

巳 一人の意見が強く、他の意見は 
出せなかった 1 5.3

C 雑談が多く、話し合えなかった 0 0.0

D その他 n on
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た教材でもあり，教材研究が成功していたと言える。課題としては，「指導案にある 
評価（みとり）に改善が必要」と学習課題と評価の間の齟齬をご指摘いただいた。こ 
のことは本研究の実践に限らず，授業をする者の大きな課題として捉えておく。

(2) B高校での実践
① 対象クラスについて

沖縄県西原町内にある普通科高校（B高校）の1年生約90名。B高校は，進学に 
特化した教育課程を持つ「特別進学コース（ 2クラス）」，体育に特化した教育課程を 
持つ「健康科学コース（ 2クラス）」，柔軟な進路に対応する教育課程を持つ「文理コ 
ース（4クラス）」の8クラスで1学年が構成されている。また，健康科学コースと 
文理コースの授業では応州と標準の習熟度クラスを採州している。2クラス3展開 
授業で，どの授業も異なるクラスから半数ずっの生徒が合同で授業を受ける形態で 
ある。本実践での対象クラスは，健康科学コースの標準クラス1つと文理コースの標 
準クラス2つの3クラスであるc

② 実践1
i 教材について

教材の舞台が西原町棚原集落であることから生徒に地域の教材ということを意識 
させやすいことに加えて，古典入門のまとめとして，音読•書き下し文•门語訳など 
の基礎的な学習の定着を図ることができそうだとの判断から，採用する教材を『球 
陽』より「始闢茶園于棚原山地（始めて茶園を棚原（たなばる）山地に闢（ひら）く）」
とした。
ii 授業の実際

開発した教树による高等学校の占典の学習を提案することで，琉球国時代の和文• 
漢文の文献が[伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項]の「伝統的な言語文化 
への興味•関心を広げろ|素材として有効であることを示すこと，その授業方法とし 

て土体的•対話的で深い学びに近づける
手法の活用を試みることを冃標とした。 表4書さ換ぇの課題と注意点
実施にあたっては，生徒の主体的な 
活動を取り入れることを意識して計 
画し，木実践の授業を受けていない 
生徒に内容を伝えるという設定の課 
題を課し，古典を現代語に書き換え 
る（リライト）活動を行った。

通常の古典学習のように，基本亊 

項の学習や口語訳等に取り組んだ 
が，知っている地名が漢文の中にあ 
ることを生徒達は新鮮に感じたよう 
で，教室から棚原集落の方向を指さ 
し，「あっちだ！」という発言が各ク 
ラスであった。書き換えの作業は3 
〜4人のグループを生徒に任せて作

教q 課題 条件 意点

①1⑺秀夫が王様に宛Xた 
S文を書く。

• 600字〜800字で書くこと.

•訴える内容や、訴えるに至った経 
緯^:どが分かるような手紙にす6。

① 現代語で害くことu

② 本分の記述を元に書くこ 
と。

- 2作品以1•.で内容をま卜める。 ③兄表は最大5分。
@闪」マ漫両以丨

•画用紙に害く。
④グルーゾ仝貝が什品制什 
の役割を担うこと。

棚
原
の
お

③紙芝居 •画用紙に害く。
⑤この授業を受けなかった 
人にも内容が伝わる上うに 
書くこと。

④新聞記市-
-©商のお某がrさ-ナr人冷，(7；;ろ 

新聞記事。
茶
の
二-^

-A 4の用紙1枚にまとめる。

•グループの人数分以卜•の更新をす

⑤向秀実のブログ
•幽/tJ紙に言く。

⑹初めて県®のお茶を飲 
んだ人のLINEのやり取

•初めC県産のお茶を飲んだ人が友 
達に勧める内容で書く。
•グルーゾの人が2回以上」メント

•凼用Mにスずホの也miを者く。
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り，課題の形態を選択させて作業に取り組ませ 
た（表4)。 
iii成果と課題 
a 生徒のアンケートより

古典を読むための知識•技能の習得を確認す 
るために，本実践を受けていないクラスと受け 
たクラスで，漢文訓読について同内容の質問を 
した。その結果，本実践を受けていないクラス 
(表5)と本実践を受けたクラス（表6)で，概 

ね満足と考えられるAまたはBと回答した割合 
に差異が認められないことから，開発した教材 
が基礎的な知識•技能を習得させる教材として 
活用できると判断した。

また，本実践を受けたクラスで作品のイメー 
ジについてアンケートを実施したところ，
74. 4%の牛徒が作品の舞台を想像できたと回答 
し（表7)，登場人物に対する共感を問う質問に 
対して「共感できた」というM答も83.1% (表 
8 )であることから，対象クラスの生徒に対して 
は「読むこと」の教材として受け入れられたと捉 
えた。
b 1枚ポートフォリオより

1枚ポートフォリオの生徒の学習後のコメン 
卜については，A〜Eの5種類に分類し表9に 

示した。その結果，83.1%の土徒が肓定的なコメ 
ントをしていることから，開発した教材が学習 
の対象として受け入れられていることを確認で 
きた。また，Bの沖縄の歴史や文化に関連するコ 
メントまたはCの情意面で肯定的なコメントを 
した生徒を「伝統的な言語文化」に対する興味• 
関心を学習前よりも広げたと判断し，44. 6%の 
生徒がこの点で進歩を見せたと読み取った。 
c 授業観察者からの助言等

リライト活動については，「現代っ子らしい表 
現ができている班もあり，充実した活動ができ 
ていた」「課題の内容が生徒に取り組みやすく， 
面白い」「生徒が楽しそうに参加できていた」と 
いうご意見をいただいた。活動の下準備として 
課題の形態に現代的な形のものを取り人れた 
り，思考ツールを活用して計画を立てさせたり

表5 漢文訓読の習得状況（教科書使用クラス）

「虎の威を借る」の学習を通して漢文訓読の方法に 
気をつけて音読ができるようになりましたか。

回答内容 人数 割合％
A できた 51 25.4
巳 まあまあできた 108 53.7
C どちらともいえない 23 1 1.4
D 読めないところもあった 12 6.0
E できない 7 3.5

表6 溁文訓読の習得状況（開発教材使用クラス）

「始開茶園于棚原山地」の学習を通して漢文訓読 
法に気をつけて音読ができるようになりましたか。

回答内容 人数 割合％
A できた 31 40.3
B まあまあできた 34 44.2
C どちらともいえない 5 6.5
D 言売めないところもあった 7 9.1
E できない 0 0.0

表7 作品の舞台を想像できたか

「始開茶園干棚原山地」の舞台となった西原町棚 
原について「昔はこうだつたんだ」というような昔の 
姿を自分なりに想像しましたか。

回答内容 人数 割合％
A 想像した 19 24.4
B ある程度は想像した 39 50.0
C どちらともいえない 17 21.8
D 想像しなかった 3 3.8

表8 登場人物への共感等

「始開茶園于棚原山地」で向秀実（しょうしゆうじつ) 
がお茶を植えた理由は共感、または納得できまし 
たか。

回答内容 人数 割合％
A できた 25 32.5
巳 まあまあできた 39 50.6
C どちらともいえない 10 13.0
D できなかった 3 3.9

表9 OPPシートの授業後のコメント分類

コメントの内容 人数割合％
興味• 
関心0/〇

A
教科•科目の知識•理解について 
肯定的なコメントがある
沖縄の歴史や文化に関連する 
コメントがる

情意面で肯定的なコメントがある

A及びD

H及びC

C及びA

25 38.5

12.3 44.5

肯定的なコメントが铳み取れなじ

E 無記入
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したことが成果にっながったと考える。生徒の成果物に関しては，事前に必要な要素 
の書き方と管理の仕方にっいての指導が不十分であったことが反省点である。iた， 
発表のさせ方の工夫が必要とのご指摘を多々受け，アクティブ.ラーニングの視点に 
立った授業にっいて研鑽が必要なことを課題として自覚した。

③実践2
i 教材について

2学期に入り，描かれていることについて描写から読み取る学習をした芥川龍之 
介の「羅牛門」の後の教材として，昔話の比べ読みを導入とすることができる「穏作 
根子（うさんし一）」（出典『遺老説伝』）を教材に授業を実施した。
ii 授業の実際

作者の異なる『浦島太郎』の絵本3冊を読み比 

ベて，それぞれの絵本が伝えようとすることを 
読み取り，対象とする年齢層を想定するという 
比べ読みを導入として行い，開発した漢文教材 

「穏作根子（うさんし一）」の学習を進めた。絵 
木の比べ読みの作業には知識構成唧ジグソー法 
を取り入れた。教材文のテーマを「威部（いべ： 
聖所）の由来」としていたので，取り組む課題を 
「拝む」という行為についての作文としたかった 
が，生徒の信教のg由への配慮から，日常の中の 
拝む場面の例示を課すだけにとどめた。教材文 
の舞台は南風原町与那覇で，大きな商業施設の 
近くであることから，生徒は地理的な位置のイ 
メージは持てたようである。 
iii成果と課題 
a 生徒アンケートより

訓読についての質問には，前述（2)の②実践 
1の「始闢茶園于棚原山地（始めて茶園を棚原 
(たなばる）山地に闢（ひら）く）」のアンケ… 
卜回答と同様の割合が見られた（表10)。また， 

書き下し文についての質問では，91，9%の生徒 
が「できた」と回答している（表11)。これらか 
ら基礎的な知識•技能を習得させる教材として， 
生徒が達成慼を持てるものとなっているといえ 
る。教材の内容に興味•関心が持てたかを問うた 
めの質問には70. 2%の生徒が登場人物の墓を 
「見たい」と回答している。沖縄の交通事情を考 
えてBの選択肢の「誰かに連れて行ってもらえ 
るなら」という条件も興味がある回答と判断し 
た（表12)。昔話を導入にして漢文教材を学習し

表1〇漢文訓読の習得状況（「穏作根子」学習後）

「穩作根子(うさんし一)jの学習を通して漢文訓読 
法に気をつけて音読ができるようになりましたか。

回答内容 人数 割合％
A できた 25 33.8
B まあまあでぎた 38 51.4
C どちらともいえない 6 8.1
D 読めないところもあった 3 4.1
E できない 2 2.7

表 11書き下し文の習得状況 (「穏作根子J 学習後）

「穩作根子（うさんし一）Iの学習を通して書き下し 
文が書けるようになりましたか。

回答内容 人数 割合％
A できた 25 33.8
B まあまあできた 28 37.8
C 難しいがなんとかできた 15 20.3
D どちらともいえない 5 6.8
E できない 1 1.4

表12 教材の内容への興味•閏心

「穩作根子(うさんし一)」のお話で登場したお墓と 
されるものが現在でも南風原町にあります。見て 
みたいと思いますか？

回答内容 人数 割合％
A ぜひ見てみたい 16 21.6
B 誰かに連れて行ってもらえる 

なら見てみたい 36 48.6

C 特に興味はない 18 24.3
D 見たくない 1 1.4
巳 その他 3 4.1

表13 昔話が趙材の古典字習について

「穩作根子(うさんし一)」で学習したように昔話を古 
典の授業で読んで、どうでしたか。

回答内容 人数 割合％
A おもしろかった 36 48.6
巳 興味がわいた/他にもある 

なら読んでみたいと思った 25 33.8

C 難しいので、いやだ 8 10.8
D その他 5 6.8
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ていった形については，8 2 • 4 %の生徒が興味•関 
心を持ったことがうかがえ（表13)，み典への興 
味•関心を広げるための題材として説話を基本 
文献から採用した教材の開発は，有効だったと 
判断した。教材の舞合となっている地域では現 
在でも穩作根子（うさんし一）にまつわる場所を 
威部（いべ）として大事にしており，地元に伝わ 
る昔話として「穏作根子（うさんし一）」を保存， 
継承するためにパンフレツト等を作

表丨4 r程作根子」学習後のアンケートの

自由記述欄の内容の分類（25件中）

コメント内容 件数
A 古典の学習に関する否定的なコメント 1
B この授業の感想 4
C 「穩作根子」についての感想 2
D 沖縄について興味■閔心を示すコメント 7
E 沖縄の古典についての肯定的なコメント 4
F 古典への興味-関心を示すコメント 5
G 知識■理解について肯定的なコメント 2

表15 「穩作根子」学習後のアンケートの自由記述櫊のコメント

成しているので，授業の中でそれ 
らを紹介したり，ゆかりの地とさ 
れる場所の戦前と現在の写真を比 
較したりして，古典の世界と現代 
とのつながりを強調することがで 
きたことは，地域教材を用いた成果として捉えている。自由記述の欄には古典学習へ 
の興味•関心を示すコメントや沖縄の古典に肯定的なコメント，さらには，沖縄につ 
いて学ぶことに言及したコメントが寄せられ，生徒自身の中で教材と主体的に対話 
し，気づいた跡が見られることを成果としておく （表14及び表15)。

本実践では，主体的•対話的な学習を冃指して，単元の導入の絵本の比べ読みで知 
識構成型ジグソー法を取り入れたが，経験したことのある生徒が非常に少なく，取り 
組み方から説明する必要があった。通常は生徒に任せたグループでの活動を行って 
いるため，生徒にとってはいつもと勝手が違い，活動の前半は意見を出し合うことが 
難しく，授業者が各グループを巡回していくらか誘導的に話し合いを促すことにな 
った,，他者との対話を促す文化を教室に生む授業を課題として挙げておく。 
b 授業観察者からの助言等

指導計画の「読む能力」の評価基準に挙げた「絵本の比較を通してそれぞれの絵本 
の伝える内容の違いに気づいている」について「知識•理解」の評価基準とするべき
ではないかと示唆を受けた。計両を 
練る段階で，学習者と学習課題， 
および評価の観点と評価基準に 
ついて慎重に取り組むことを課 
題として心がけておく。「知識構 
成型ジグソー法を絵本の比べ読 
みの作業に活用していたのは適 

当だった」「知識構成型ジグソー 
法の説明が生徒にわかりやすか 
った」とのご意見があり，今後の 
授業改善の手立てとしてアクテ 
イブ.ラーニングの視点を持ちな 
がら試行錯誤する励みになった。

表 開発教材の学習要素と『新編国語総合』所載の教材の対応表

漢文を書き下し文にするのは意外と面白いことが分かった。
漢文を読めるようになって，書き下し文を害けるようになって，古文がとても好きになりました。
古典の学習は難しいけど，物語で読んでけっこう面白かったので他にも読んでみたいです。
意外と古典おもしろい。
古典は難しい。
沖縄の話は難しいでも興味がわいた。
個人的にはこのような授業を增やして欲しいJ中純のことについてもっと知りたいし，意外におもしろかった。 
漢文だけじゃなくて，色々なことを字べた。
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(3)開発した教材の学習要素について
開発した教Mの基本的な知識•技能の習得のための学習要素を取り出し，前述（ 2 ) 

のB高校で採用されている『新編国語総合』（東京書籍）所載の教材との対応表を 
付しておく （表16) u

3 .まとめ
琉球国時代の和文•漢文を活用した教材を開発し，古典を読むための知識•技能の習 

得をおろそかにすることなく，実感を伴う郷土の伝統的な言語文化の学びを提案する 
ことを目的に木実践を行ってきた。実践を振り返って，琉球国時代の和文•漢文は高校 
の入門期の古典教材として教科書所載の教材と代替できると言える。また，本実践を通 
して，米田•松田（2008)が「『地域教材』は学習者の日常に空間的に近いことが好条 
件となり，『古典に親しむ態度』の第一歩となりうる可能性が高い」と述べ，「古典指導 
における『地域教材』は古典に親しむ態度を養い，さらには，郷上を見直すという内容 
価値的な観点からも有益なものと判断できる」と指摘した地域教材の有用性を実感す 
ることができた。教材の内容について学習者が想像することで舞台や登場人物との対 
話が起きること，現代を牛.きる自分たちと登場人物との人間としての共通点を理解し 
共感することという，古典を学ぶ楽しみを，開発した教材の地域性が持つ利点を生かし 
て伝える授業をU指し，今後は教材の完成度を卨めたり，基本文献の幅を広げて教材の 
量を増やしたりすることが課題である。また，興味•関心を広げるにとどまらず，文学 
的な鑑賞にもつながる教材の開発•研究が必要である。本実践で開発した教材は，他教 
科との連携も考えられ，教科横断的な学習課題を設定できる可能性も持つ。また，現代 
の世界と占典の世界とのつながりを考える教材として，次期学習指導要領で登場する 

「言語文化（仮称）」の学びにもつなげることができる。本実践で敗り入れたアクティ 
ブ•ラーニングの視点を意識した授業は，高校ではまだ試行錯誤が続いているが，一つ 
の提案として現場の参考になれば串いである。
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